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TSU NEWS

問い合わせ　政策課　　229－3101　　229－3330
新しい総合計画の案を作成しました
皆さんのご意見をお聞かせください
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TSU NEWS

問い合わせ　資産税課　　229－3132　　229－3331
住宅改修に伴う固定資産税の減額

　住宅(賃貸住宅は除く)について次の改修を行った場合、改修が完了した日から３カ月以内に申告
すると、翌年１年間の固定資産税が減額されます。申告方法など詳しくはお問い合わせください。

パブリックコメント

津のまち未来カフェ

津市　次期総合計画│

　これからのまちづくりを描いた「津市総合計画
基本構想・第２次基本計画」(案)を作成しました。
パブリックコメントや「津のまち未来カフェ」と
題した意見交換会を実施しますので、ぜひご意見
などをお聞かせください。計画(案)は、津市ホー
ムページで６月16日(金)からご覧いただけるほ
か、政策課、総務課情報公開室、各総合支所地域振
興課で冊子を閲覧できます。(７月31日(月)まで)

募集期間　７月１日(土)～31日(月)必着
提出方法　郵送またはファクス、Ｅメールで、住所、氏
　名、電話番号・メールアドレス、意見などを政策課（〒
　514-8611 住所不要、M229-3101@city.tsu.lg.jp)へ

　カフェで仲間と語り
合うような気軽な雰囲
気で、新しい総合計画
やこれからの津市の未
来について語り合う場
です。誰でも参加でき
ますで、ぜひお越しく
ださい。
と　き　７月22日(土)13時～16時30分
ところ　市本庁舎８階大会議室
申し込み　電話またはファクス、Ｅメールで、住   
　所、氏名、年齢、性別、電話番号・メールアド
　レス)を政策課(M229-3101@city.tsu.lg.jp)へ
締め切り　７月３日(月)

工事の種類 減額要件（以下の全てを満たしていること） 減額税額（※） 工事内容

耐震改修

●昭和57年１月１日以前から所在する住宅であること

●平成30年３月31日までに完了した改修工事であること

●居住部分の床面積が総床面積の２分の１以上であるもの

●一戸当たりの工事費用が50万円を超えていること

●上記の要件に加え、改修工事に伴い新たに長期優良住宅の認定を

　受けた住宅であること

居住部分１戸当

たり120㎡までの

部分の固定資産

税額の２分の１

居住部分１戸当

たり120㎡までの

部分の固定資産

税額の３分の２

●上記の要件に加え、改修工事に伴い新たに長期優良住宅の認定を

　受けた住宅であること

居住部分１戸当

たり120㎡までの

部分の固定資産

税額の３分の２

現行の耐震基準に適合す

る耐震改修工事

バリアフリー
改修

●新築された日から10年以上を経過した住宅

●平成30年３月31日までに完了した改修工事であること

●居住部分の床面積が総床面積の２分の１以上であるもの

●改修後の住宅の床面積が50㎡以上であること

●補助金等を除く工事費用の自己負担額が50万円を超えていること

●65歳以上の人、要介護認定または要支援認定を受けている人、障

　がい者のいずれかが居住していること

居住部分１戸当

たり100㎡までの

部分の固定資産

税額の３分の１

通路・出入口の拡幅、階

段の勾配の緩和、浴室の

改良、トイレの改良、手

すりの取り付け、床の段

差の解消、引き戸への取

り替え、床表面の滑り止

め化など

省エネ改修

●平成20年１月１日以前から所在する住宅であること

●平成30年３月31日までに完了した改修工事であること

●居住部分の床面積が総床面積の２分の１以上であるもの

●改修後の住宅の床面積が50㎡以上であること

●現行の省エネ基準に適合する工事であること

●補助金等を除く工事費用の自己負担額が50万円を超えていること

居住部分１戸当

たり120㎡までの

部分の固定資産

税額の３分の１

窓の断熱改修工事（必須）、

窓の断熱改修工事と併せ

て行う床・天井・壁の断

熱改修工事

※適用が受けられるのは、１戸につき１回限りです。なお、耐震改修とバリアフリー改修に伴う減額、または耐震改修と省エネ改修
　に伴う減額はそれぞれ重複して適用することはできません。


